
 
 
 
 
 
 

今回上演予定の舞楽 

 

主
催
者 

 

多
度
雅
楽
会 

東
京
奏
楽
所 

 
 

楽
翁
を
顕
彰
し
て
、「
深
川
海
荘
」
跡
地
前
の
富
岡
八
幡
宮
内
に
て 

東
京
の
雅
楽
人
の
稽
古
と
交
流
の
場
と
し
て
平
成
一
六
年
に
設
立
。 

毎
週
火
曜
と
木
曜
の
夜
に
継
続
し
て
深
川
の
地
で
雅
楽
を
奏
で
る
。 

 
 

  

 

 松平 定信（楽翁） 

 

 

公共交通機関を 

御利用ください。 

駐車場はありません。 

地下鉄 都営大江戸線・東京メトロ半蔵門線 

「清澄白河駅」A3 出口より徒歩3分 

都バス ・門 33 系統 豊海水産埠頭～亀戸駅前 

「清澄庭園前」下車徒歩 3分 

・秋 26 系統 葛西駅～秋葉原駅 

「清澄白河駅前」下車徒歩 4分 
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舞楽の舞台を清める舞 

笛の乱声（らんじょう）に太鼓と鉦の拍節の中、

まず、金色の鉾を持った赤装束の左方舞人

（さほうのまいびと）が天を清めます（一節）。

次に、銀色の鉾を持った緑装束の右方舞人

（うほうのまいびと）が地を清めます（二節）。

最後に、左方と右方の２人の舞人が同時に

鉾を合わせて左右に振って祖先を敬うと

いう（三節）舞楽開始の舞台儀式です。 
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五徳を五音で奏でる舞 

中国唐の太宗に由来すると伝えられ、

仁義礼智信（じんぎれいちしん）の五徳を、

宮商角徴羽（きゅうしょうかくちう）の五音に

表現した荘重（そうちょう）で厳（おごぞか）

な曲で、朝廷や社寺の儀式に用いられ

てきました。序破急（じょはきゅう）の組曲

で構成する唐楽（とうがく）を完全な形で

伝えられている数少ない舞楽です。 
 

胡
こ

徳
とく

楽
らく

 
滑稽な酒宴を楽しむ舞 

幾何学（きかがく）模様の造面（ぞうめん）

に笏（しゃく）を持った亭主役（勧杯：

かんぱい）、笑面（えみめん）に盃（さかずき）

と徳利（とくり) を持った接待役（瓶子

取：へいしとり）、長鼻で赤顔面の客人

４人が集まり、瓶子取は客人に盃を

勧めてお酌をして回り、自らも酒に

酔う姿を舞う滑稽な舞楽です。 
 
 

 
  

江戸幕府の老中「松平定信（楽翁）」は、名園「深川
ふかがわ

海
はま

荘
やしき

」を現在の江東区牡丹に 
造営して、雅楽を愛好した深川ゆかりの文化人です。その雅楽は、三重 桑名にて継承 
され、現在、多度雅楽会は、その由来ある東京と三重にて普及継承活動に努めています。 

東京では、楽翁由来の地にある深川江戸資料館において毎年公演を開催しています。 
昨年度の普及体験会に参加した地域の子供たちが、本年度は雅楽の子供舞「迦陵頻」 

を発表します。今後も、毎年の公演で、子供舞を伝えたく、来年度の出演希望者を募集 
していますので、普及体験会に参加して、日本の音楽と舞を楽しんでください。 

～ 東京の子供たちが鳥の舞「迦陵頻
かりょうびん

」を初上演 ～ 

小劇場 

1 月 27 日 プレ演奏者 

多度雅楽会 館主 田中松緑 

子供たちに雅楽の音楽や舞を伝える 

「文化芸術による創造のまち」 

平成 19-20 年度 文化庁支援事業 実行委員長 

「龍
りゅう

笛
てき

」などの独奏をお楽しみください。 
 

 

雅楽の子供舞 出演者募集 

希望者は、普及体験会に御参加ください。 
対象：都内の小学生（予定日 2013/1/27） 
定員：８名まで（多数の場合年長者優先） 
費用：無料（ただし、交通費は自己負担） 
場所：東京メトロ東西線 木場駅近く 
時間：１回につき１時間程度 
頻度：出演日直前２か月間に５回程度 



 
 
 
 

   

雅楽の子供舞 普及体験会 

2012/ 1 / 27（金）19:00 

1 / 28（土）13:00 

申込制 定員２０組 無料 

 対象：江東区等の小学生と保護者 

深川江戸資料館ほか、江東区内の 

文化センターに申込みください。 

親子も楽しむ 雅楽公演 

2012/ 1 / 28（土） 

開場 13:30   開演 14:00 

全席自由 2,000 円 

対象：一般（ただし、小学生以上） 

なお、普及体験会参加者は 無料 

チケット販売 （2011/11/10～） 
○ 江東区文化コミュニティ財団   インターネット   URL :http://www.kcf.or.jp/ 
○ 深川江戸資料館（9:00～17:00）     電話:03-3630-8625 

ほか 江東区内の各文化センター窓口で取扱い（9:00～21:00）…普及体験会の申込み先 
○ 電子チケット ぴあ   インターネット      URL :http://t.pia.jp  ほか店舗 Ｐコード 416-181 
○ 多度雅楽会（東京）  田中 松緑       電話＆FAX:03-3630-0038 … 問合せ先 
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2012 

1/28（土） 

14:00～ 
 

プレ演奏（入場無料） 

1/27 （金）19:30

URL : http://www.tadogagaku.com/ 

日本古来の音楽と舞を後世に伝えよう 
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平安王朝の最盛期である延喜年間に、宇多上皇が子供相撲を御覧の時に作舞作曲された名曲。 

源氏物語２４帖では「花園の胡蝶」として、蝶が山吹の花を飛び交うように優美に舞います。 

 

普及体験会の舞 

 

天竺の祇園寺の供養日に、極楽に住む 迦陵頻伽という霊鳥が飛来し、妙音天が奏し阿難が 

広めたと云われ、 舞人が打ち鳴らす銅拍子の音は、この鳥の鳴き声を模したものといいます。 

迦陵頻
かりょうびん

 雅楽公演の舞 

プレ演奏は、館主の独奏になります。 


